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墨東ルイカ
NEC特殊文字とIBM拡張文字のサンプルは

最終ページに掲載してあります



書体をデザインするということ

書体をデザインするとき、特殊な方法やソフトウエアがある

と思っている人がいるが、特に変わったやり方があるわけで

はない。絵を描く画材がいろいろあるように、どんな道具を

使って書体をデザインしても構わない。毛筆で和紙に描いて

もいいし、クレヨンやボールペンを使っても別に問題はない

のだ。ただし、それをフォントという現実に使用する形態に

するときには多少の制約がでてくる。この誌面を読んでいる

人にとってフォントとは、最低限パソコン上で使用可能なデ

ジタルデータでなければならないだろう。(8pt.)

デジタルデータ化する方法もいろいろある。私の場合、文字を

デザインした原画があれば、それをスキャナで取り込んでから

Illustratorでトレースをするし、ロットリングで描いた小さな

文字を、オートトレースソフトでデータ化することもある。

最近は原画を描かずに直接パソコンのモニタ上で文字の形をデ

ザインすることも多い。他人との共同作業でない限り、どんな

やり方でも別に問題はないのだ。データ化するときに私がいち

ばんこだわるのは、自分が発想した書体デザインに最適の方法

を見つけることなのだ。そのため毎回違う方法でデータ化する

ことになり、ノウハウが再利用できず苦労している。しかし自

分が楽をするために、貴重なデザインエッセンスが薄れてしま

っては意味がないので、これからも新しい書体をデザインする

度に最適なデータ化の方法を模索していくと思う。(9pt.)

誰もが自由に書体デザインを始められるし、それをパソコンでフォントデー

タ化するツールも用意されている。つくられたフォントは、ウェブや雑誌の

付録CD-ROMを介し、多くが無料で配布されている。そのエネルギーやデザ

インの大胆さには目を見張るものがあり、圧倒されたり感心もするのだが、

なかには既製の書体をトレースしたものや、既製フォントデータをソフトウ

エアで変形処理しただけのフォントが存在する。

グラフィックデザインが印刷媒体を中心に動いていたころは、活字や写植の

スタイルブックがどこの仕事場にもあり、デザイナーの誰もが国内外の各種

書体を頭にたたきこんでいた。私も書体をデザインする立場として、既製の

デザインと似たものをつくるのは嫌だから、ずいぶんと真剣に何千もある書

体サンプルを眺めたものだ。そういう人間からみれば前述のようなズルをし

ているフォントは一目瞭然なのだ。(10pt.)

ま
た
、
フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書
体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に

す
る
。
し
か
し
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
短
期
間
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。
使
い
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
形
態
で
存
在

さ
え
す
れ
ば
、
つ
く
ら
れ
た
書
体
の
寿
命
は
永
遠
に
続
く
。
ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く

る
の
な
ら
、
ヘ
タ
で
も
い
い
、
人
の
意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
思
い
き
り
自
分
の

嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
も
の
だ
。(1

2
p
t.)

ず
い
ぶ
ん
む
か
し
の
こ
と
だ
が
、
知
人
か
ら
「
タ
イ
ヤ
の
痕
跡
パ
タ
ー
ン
で
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ

ば
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
こ
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
ら
れ
た
書
体
は
ま
だ
存
在
し
な
い
で

し
ょ
」
と
そ
の
人
に
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
閉
口
し
た
。
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
な
ら
百
科
事
典
の
「
あ
」

か
ら
始
め
て
「
ア
メ
」
と
か
「
ア
リ
」
な
ど
の
形
象
を
す
べ
て
書
体
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
け
ば
、
す
ぐ
に
数
万
種
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
方
向
で
書
体
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
い
人
は
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。(1

0
p
t.)

し
か
し
私
の
目
指
す
書
体
デ
ザ
イ
ン
は
、
表
面
的
な
形
や
ア
イ
デ
ア
で
文
字
を
装
お
う
も
の
で

は
な
く
、
文
字
本
来
の
言
語
伝
達
機
能
を
損
な
わ
ず
に
、
自
分
の
意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
文
字

の
骨
格
や
カ
ー
ブ
に
巧
妙
に
埋
め
込
む
こ
と
な
の
だ
。

そ
し
て
私
自
身
は
、
完
成
度
が
高
い
八
方
美
人
的
な
書
体
を
つ
く
り
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
万

人
を
満
足
さ
せ
る
モ
ノ
な
ど
誰
も
つ
く
れ
る
わ
け
は
な
い
し
、
そ
ん
な
書
体
が
魅
力
的
と
も
思

わ
な
い
。
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
気
に
な
ら
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
別
な

魅
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
。
今
、
自
分
の
周
り
の
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
も
人
も
、
そ
う
い
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ヘ
タ
で
も
い
い
、
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
い
い
、
人
の
心
に
す
っ

と
入
り
込
み
、
印
象
に
残
る
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。(9

p
t.)

どんな創作でも、誰でも最初は模倣から始めることが多いし、

よいものを分析して勉強するのは結構で大切なことだと思う。

しかし、それをそのまま自分のオリジナル作品として発表・配

布するのは遠慮してもらいたい。それは、他人が描いたイラス

トを、Photoshopを使い無断で加工して、自分のオリジナルと

公言するのと同じ行為なのだ。(12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-01　文章サンプル 



書体をデザインするということ

書体をデザインするとき、特殊な方法やソフトウエアがある

と思っている人がいるが、特に変わったやり方があるわけで

はない。絵を描く画材がいろいろあるように、どんな道具を

使って書体をデザインしても構わない。毛筆で和紙に描いて

もいいし、クレヨンやボールペンを使っても別に問題はない

のだ。ただし、それをフォントという現実に使用する形態に

するときには多少の制約がでてくる。この誌面を読んでいる

人にとってフォントとは、最低限パソコン上で使用可能なデ

ジタルデータでなければならないだろう。(8pt.)

デジタルデータ化する方法もいろいろある。私の場合、文字を

デザインした原画があれば、それをスキャナで取り込んでから

Illustratorでトレースをするし、ロットリングで描いた小さな

文字を、オートトレースソフトでデータ化することもある。

最近は原画を描かずに直接パソコンのモニタ上で文字の形をデ

ザインすることも多い。他人との共同作業でない限り、どんな

やり方でも別に問題はないのだ。データ化するときに私がいち

ばんこだわるのは、自分が発想した書体デザインに最適の方法

を見つけることなのだ。そのため毎回違う方法でデータ化する

ことになり、ノウハウが再利用できず苦労している。しかし自

分が楽をするために、貴重なデザインエッセンスが薄れてしま

っては意味がないので、これからも新しい書体をデザインする

度に最適なデータ化の方法を模索していくと思う。(9pt.)

誰もが自由に書体デザインを始められるし、それをパソコンでフォントデー

タ化するツールも用意されている。つくられたフォントは、ウェブや雑誌の

付録CD-ROMを介し、多くが無料で配布されている。そのエネルギーやデザ

インの大胆さには目を見張るものがあり、圧倒されたり感心もするのだが、

なかには既製の書体をトレースしたものや、既製フォントデータをソフトウ

エアで変形処理しただけのフォントが存在する。

グラフィックデザインが印刷媒体を中心に動いていたころは、活字や写植の

スタイルブックがどこの仕事場にもあり、デザイナーの誰もが国内外の各種

書体を頭にたたきこんでいた。私も書体をデザインする立場として、既製の

デザインと似たものをつくるのは嫌だから、ずいぶんと真剣に何千もある書

体サンプルを眺めたものだ。そういう人間からみれば前述のようなズルをし

ているフォントは一目瞭然なのだ。(10pt.)

ま
た
、
フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書
体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に

す
る
。
し
か
し
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
短
期
間
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。
使
い
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
形
態
で
存
在

さ
え
す
れ
ば
、
つ
く
ら
れ
た
書
体
の
寿
命
は
永
遠
に
続
く
。
ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く

る
の
な
ら
、
ヘ
タ
で
も
い
い
、
人
の
意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
思
い
き
り
自
分
の

嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
も
の
だ
。(1

2
p
t.)

ず
い
ぶ
ん
む
か
し
の
こ
と
だ
が
、
知
人
か
ら
「
タ
イ
ヤ
の
痕
跡
パ
タ
ー
ン
で
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ

ば
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
こ
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
ら
れ
た
書
体
は
ま
だ
存
在
し
な
い
で

し
ょ
」
と
そ
の
人
に
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
閉
口
し
た
。
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
な
ら
百
科
事
典
の
「
あ
」

か
ら
始
め
て
「
ア
メ
」
と
か
「
ア
リ
」
な
ど
の
形
象
を
す
べ
て
書
体
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
け
ば
、
す
ぐ
に
数
万
種
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
方
向
で
書
体
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
い
人
は
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。(1

0
p
t.)

し
か
し
私
の
目
指
す
書
体
デ
ザ
イ
ン
は
、
表
面
的
な
形
や
ア
イ
デ
ア
で
文
字
を
装
お
う
も
の
で

は
な
く
、
文
字
本
来
の
言
語
伝
達
機
能
を
損
な
わ
ず
に
、
自
分
の
意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
文
字

の
骨
格
や
カ
ー
ブ
に
巧
妙
に
埋
め
込
む
こ
と
な
の
だ
。

そ
し
て
私
自
身
は
、
完
成
度
が
高
い
八
方
美
人
的
な
書
体
を
つ
く
り
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
万

人
を
満
足
さ
せ
る
モ
ノ
な
ど
誰
も
つ
く
れ
る
わ
け
は
な
い
し
、
そ
ん
な
書
体
が
魅
力
的
と
も
思

わ
な
い
。
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
気
に
な
ら
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
別
な

魅
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
。
今
、
自
分
の
周
り
の
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
も
人
も
、
そ
う
い
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ヘ
タ
で
も
い
い
、
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
い
い
、
人
の
心
に
す
っ

と
入
り
込
み
、
印
象
に
残
る
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。(9

p
t.)

どんな創作でも、誰でも最初は模倣から始めることが多いし、

よいものを分析して勉強するのは結構で大切なことだと思う。

しかし、それをそのまま自分のオリジナル作品として発表・配

布するのは遠慮してもらいたい。それは、他人が描いたイラス

トを、Photoshopを使い無断で加工して、自分のオリジナルと

公言するのと同じ行為なのだ。(12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-02　文章サンプル 



書体をデザインするということ

書体をデザインするとき、特殊な方法やソフトウエアがある

と思っている人がいるが、特に変わったやり方があるわけで

はない。絵を描く画材がいろいろあるように、どんな道具を

使って書体をデザインしても構わない。毛筆で和紙に描いて

もいいし、クレヨンやボールペンを使っても別に問題はない

のだ。ただし、それをフォントという現実に使用する形態に

するときには多少の制約がでてくる。この誌面を読んでいる

人にとってフォントとは、最低限パソコン上で使用可能なデ

ジタルデータでなければならないだろう。(8pt.)

デジタルデータ化する方法もいろいろある。私の場合、文字を

デザインした原画があれば、それをスキャナで取り込んでから

Illustratorでトレースをするし、ロットリングで描いた小さな

文字を、オートトレースソフトでデータ化することもある。

最近は原画を描かずに直接パソコンのモニタ上で文字の形をデ

ザインすることも多い。他人との共同作業でない限り、どんな

やり方でも別に問題はないのだ。データ化するときに私がいち

ばんこだわるのは、自分が発想した書体デザインに最適の方法

を見つけることなのだ。そのため毎回違う方法でデータ化する

ことになり、ノウハウが再利用できず苦労している。しかし自

分が楽をするために、貴重なデザインエッセンスが薄れてしま

っては意味がないので、これからも新しい書体をデザインする

度に最適なデータ化の方法を模索していくと思う。(9pt.)

誰もが自由に書体デザインを始められるし、それをパソコンでフォントデー

タ化するツールも用意されている。つくられたフォントは、ウェブや雑誌の

付録CD-ROMを介し、多くが無料で配布されている。そのエネルギーやデザ

インの大胆さには目を見張るものがあり、圧倒されたり感心もするのだが、

なかには既製の書体をトレースしたものや、既製フォントデータをソフトウ

エアで変形処理しただけのフォントが存在する。

グラフィックデザインが印刷媒体を中心に動いていたころは、活字や写植の

スタイルブックがどこの仕事場にもあり、デザイナーの誰もが国内外の各種

書体を頭にたたきこんでいた。私も書体をデザインする立場として、既製の

デザインと似たものをつくるのは嫌だから、ずいぶんと真剣に何千もある書

体サンプルを眺めたものだ。そういう人間からみれば前述のようなズルをし

ているフォントは一目瞭然なのだ。(10pt.)

ま
た
、
フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書
体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に

す
る
。
し
か
し
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
短
期
間
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。
使
い
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
形
態
で
存
在

さ
え
す
れ
ば
、
つ
く
ら
れ
た
書
体
の
寿
命
は
永
遠
に
続
く
。
ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く

る
の
な
ら
、
ヘ
タ
で
も
い
い
、
人
の
意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
思
い
き
り
自
分
の

嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
も
の
だ
。(1

2
p
t.)

ず
い
ぶ
ん
む
か
し
の
こ
と
だ
が
、
知
人
か
ら
「
タ
イ
ヤ
の
痕
跡
パ
タ
ー
ン
で
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ

ば
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
こ
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
ら
れ
た
書
体
は
ま
だ
存
在
し
な
い
で

し
ょ
」
と
そ
の
人
に
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
閉
口
し
た
。
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
な
ら
百
科
事
典
の
「
あ
」

か
ら
始
め
て
「
ア
メ
」
と
か
「
ア
リ
」
な
ど
の
形
象
を
す
べ
て
書
体
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
け
ば
、
す
ぐ
に
数
万
種
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
方
向
で
書
体
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
い
人
は
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。(1

0
p
t.)

し
か
し
私
の
目
指
す
書
体
デ
ザ
イ
ン
は
、
表
面
的
な
形
や
ア
イ
デ
ア
で
文
字
を
装
お
う
も
の
で

は
な
く
、
文
字
本
来
の
言
語
伝
達
機
能
を
損
な
わ
ず
に
、
自
分
の
意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
文
字

の
骨
格
や
カ
ー
ブ
に
巧
妙
に
埋
め
込
む
こ
と
な
の
だ
。

そ
し
て
私
自
身
は
、
完
成
度
が
高
い
八
方
美
人
的
な
書
体
を
つ
く
り
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
万

人
を
満
足
さ
せ
る
モ
ノ
な
ど
誰
も
つ
く
れ
る
わ
け
は
な
い
し
、
そ
ん
な
書
体
が
魅
力
的
と
も
思

わ
な
い
。
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
気
に
な
ら
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
別
な

魅
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
。
今
、
自
分
の
周
り
の
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
も
人
も
、
そ
う
い
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ヘ
タ
で
も
い
い
、
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
い
い
、
人
の
心
に
す
っ

と
入
り
込
み
、
印
象
に
残
る
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。(9

p
t.)

どんな創作でも、誰でも最初は模倣から始めることが多いし、

よいものを分析して勉強するのは結構で大切なことだと思う。

しかし、それをそのまま自分のオリジナル作品として発表・配

布するのは遠慮してもらいたい。それは、他人が描いたイラス

トを、Photoshopを使い無断で加工して、自分のオリジナルと

公言するのと同じ行為なのだ。(12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-03　文章サンプル 



書体をデザインするということ

書体をデザインするとき、特殊な方法やソフトウエアがある

と思っている人がいるが、特に変わったやり方があるわけで

はない。絵を描く画材がいろいろあるように、どんな道具を

使って書体をデザインしても構わない。毛筆で和紙に描いて

もいいし、クレヨンやボールペンを使っても別に問題はない

のだ。ただし、それをフォントという現実に使用する形態に

するときには多少の制約がでてくる。この誌面を読んでいる

人にとってフォントとは、最低限パソコン上で使用可能なデ

ジタルデータでなければならないだろう。(8pt.)

デジタルデータ化する方法もいろいろある。私の場合、文字を

デザインした原画があれば、それをスキャナで取り込んでから

Illustrator でトレースをするし、ロットリングで描いた小さ

な文字を、オートトレースソフトでデータ化することもある。

最近は原画を描かずに直接パソコンのモニタ上で文字の形をデ

ザインすることも多い。他人との共同作業でない限り、どんな

やり方でも別に問題はないのだ。データ化するときに私がいち

ばんこだわるのは、自分が発想した書体デザインに最適の方法

を見つけることなのだ。そのため毎回違う方法でデータ化する

ことになり、ノウハウが再利用できず苦労している。しかし自

分が楽をするために、貴重なデザインエッセンスが薄れてしま

っては意味がないので、これからも新しい書体をデザインする

度に最適なデータ化の方法を模索していくと思う。(9pt.)

誰もが自由に書体デザインを始められるし、それをパソコンでフォントデー

タ化するツールも用意されている。つくられたフォントは、ウェブや雑誌の

付録CD-ROMを介し、多くが無料で配布されている。そのエネルギーやデザ

インの大胆さには目を見張るものがあり、圧倒されたり感心もするのだが、

なかには既製の書体をトレースしたものや、既製フォントデータをソフトウ

エアで変形処理しただけのフォントが存在する。

グラフィックデザインが印刷媒体を中心に動いていたころは、活字や写植の

スタイルブックがどこの仕事場にもあり、デザイナーの誰もが国内外の各種

書体を頭にたたきこんでいた。私も書体をデザインする立場として、既製の

デザインと似たものをつくるのは嫌だから、ずいぶんと真剣に何千もある書

体サンプルを眺めたものだ。そういう人間からみれば前述のようなズルをし

ているフォントは一目瞭然なのだ。(10pt.)

ま
た
、
フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書
体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に

す
る
。
し
か
し
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
短
期
間
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。
使
い
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
形
態
で
存
在

さ
え
す
れ
ば
、
つ
く
ら
れ
た
書
体
の
寿
命
は
永
遠
に
続
く
。
ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く

る
の
な
ら
、
ヘ
タ
で
も
い
い
、
人
の
意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
思
い
き
り
自
分
の

嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
も
の
だ
。(1

2
p
t.)

ず
い
ぶ
ん
む
か
し
の
こ
と
だ
が
、
知
人
か
ら
「
タ
イ
ヤ
の
痕
跡
パ
タ
ー
ン
で
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ

ば
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
こ
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
ら
れ
た
書
体
は
ま
だ
存
在
し
な
い
で

し
ょ
」
と
そ
の
人
に
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
閉
口
し
た
。
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
な
ら
百
科
事
典
の
「
あ
」

か
ら
始
め
て
「
ア
メ
」
と
か
「
ア
リ
」
な
ど
の
形
象
を
す
べ
て
書
体
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
け
ば
、
す
ぐ
に
数
万
種
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
方
向
で
書
体
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
い
人
は
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。(1

0
p
t.)

し
か
し
私
の
目
指
す
書
体
デ
ザ
イ
ン
は
、
表
面
的
な
形
や
ア
イ
デ
ア
で
文
字
を
装
お
う
も
の
で

は
な
く
、
文
字
本
来
の
言
語
伝
達
機
能
を
損
な
わ
ず
に
、
自
分
の
意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
文
字

の
骨
格
や
カ
ー
ブ
に
巧
妙
に
埋
め
込
む
こ
と
な
の
だ
。

そ
し
て
私
自
身
は
、
完
成
度
が
高
い
八
方
美
人
的
な
書
体
を
つ
く
り
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
万

人
を
満
足
さ
せ
る
モ
ノ
な
ど
誰
も
つ
く
れ
る
わ
け
は
な
い
し
、
そ
ん
な
書
体
が
魅
力
的
と
も
思

わ
な
い
。
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
気
に
な
ら
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
別
な

魅
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
。
今
、
自
分
の
周
り
の
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
も
人
も
、
そ
う
い
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ヘ
タ
で
も
い
い
、
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
い
い
、
人
の
心
に
す
っ

と
入
り
込
み
、
印
象
に
残
る
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。(9

p
t.)

どんな創作でも、誰でも最初は模倣から始めることが多いし、

よいものを分析して勉強するのは結構で大切なことだと思う。

しかし、それをそのまま自分のオリジナル作品として発表・配

布するのは遠慮してもらいたい。それは、他人が描いたイラス

トを、Photoshopを使い無断で加工して、自分のオリジナルと

公言するのと同じ行為なのだ。(12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-04　文章サンプル 



書体をデザインするということ

書体をデザインするとき、特殊な方法やソフトウエアがある

と思っている人がいるが、特に変わったやり方があるわけで

はない。絵を描く画材がいろいろあるように、どんな道具を

使って書体をデザインしても構わない。毛筆で和紙に描いて

もいいし、クレヨンやボールペンを使っても別に問題はない

のだ。ただし、それをフォントという現実に使用する形態に

するときには多少の制約がでてくる。この誌面を読んでいる

人にとってフォントとは、最低限パソコン上で使用可能なデ

ジタルデータでなければならないだろう。(8pt.)

デジタルデータ化する方法もいろいろある。私の場合、文字を

デザインした原画があれば、それをスキャナで取り込んでから

Illustrator でトレースをするし、ロットリングで描いた小さ

な文字を、オートトレースソフトでデータ化することもある。

最近は原画を描かずに直接パソコンのモニタ上で文字の形をデ

ザインすることも多い。他人との共同作業でない限り、どんな

やり方でも別に問題はないのだ。データ化するときに私がいち

ばんこだわるのは、自分が発想した書体デザインに最適の方法

を見つけることなのだ。そのため毎回違う方法でデータ化する

ことになり、ノウハウが再利用できず苦労している。しかし自

分が楽をするために、貴重なデザインエッセンスが薄れてしま

っては意味がないので、これからも新しい書体をデザインする

度に最適なデータ化の方法を模索していくと思う。(9pt.)

誰もが自由に書体デザインを始められるし、それをパソコンでフォントデー

タ化するツールも用意されている。つくられたフォントは、ウェブや雑誌の

付録CD-ROMを介し、多くが無料で配布されている。そのエネルギーやデザ

インの大胆さには目を見張るものがあり、圧倒されたり感心もするのだが、

なかには既製の書体をトレースしたものや、既製フォントデータをソフトウ

エアで変形処理しただけのフォントが存在する。

グラフィックデザインが印刷媒体を中心に動いていたころは、活字や写植の

スタイルブックがどこの仕事場にもあり、デザイナーの誰もが国内外の各種

書体を頭にたたきこんでいた。私も書体をデザインする立場として、既製の

デザインと似たものをつくるのは嫌だから、ずいぶんと真剣に何千もある書

体サンプルを眺めたものだ。そういう人間からみれば前述のようなズルをし

ているフォントは一目瞭然なのだ。(10pt.)

ま
た
、
フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書
体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に

す
る
。
し
か
し
私
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
短
期
間
に
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。
使
い
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
形
態
で
存
在

さ
え
す
れ
ば
、
つ
く
ら
れ
た
書
体
の
寿
命
は
永
遠
に
続
く
。
ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く

る
の
な
ら
、
ヘ
タ
で
も
い
い
、
人
の
意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
思
い
き
り
自
分
の

嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
も
の
だ
。(1

2
p
t.)

ず
い
ぶ
ん
む
か
し
の
こ
と
だ
が
、
知
人
か
ら
「
タ
イ
ヤ
の
痕
跡
パ
タ
ー
ン
で
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ

ば
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
こ
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
ら
れ
た
書
体
は
ま
だ
存
在
し
な
い
で

し
ょ
」
と
そ
の
人
に
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
閉
口
し
た
。
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
な
ら
百
科
事
典
の
「
あ
」

か
ら
始
め
て
「
ア
メ
」
と
か
「
ア
リ
」
な
ど
の
形
象
を
す
べ
て
書
体
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
け
ば
、
す
ぐ
に
数
万
種
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
方
向
で
書
体
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
い
人
は
そ
れ
を
実
行
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。(1

0
p
t.)

し
か
し
私
の
目
指
す
書
体
デ
ザ
イ
ン
は
、
表
面
的
な
形
や
ア
イ
デ
ア
で
文
字
を
装
お
う
も
の
で

は
な
く
、
文
字
本
来
の
言
語
伝
達
機
能
を
損
な
わ
ず
に
、
自
分
の
意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
文
字

の
骨
格
や
カ
ー
ブ
に
巧
妙
に
埋
め
込
む
こ
と
な
の
だ
。

そ
し
て
私
自
身
は
、
完
成
度
が
高
い
八
方
美
人
的
な
書
体
を
つ
く
り
た
い
わ
け
で
も
な
い
。
万

人
を
満
足
さ
せ
る
モ
ノ
な
ど
誰
も
つ
く
れ
る
わ
け
は
な
い
し
、
そ
ん
な
書
体
が
魅
力
的
と
も
思

わ
な
い
。
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
な
ど
気
に
な
ら
な
く
な
る
ぐ
ら
い
の
別
な

魅
力
が
あ
れ
ば
い
い
の
だ
。
今
、
自
分
の
周
り
の
お
気
に
入
り
の
モ
ノ
も
人
も
、
そ
う
い
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ヘ
タ
で
も
い
い
、
多
少
の
欠
点
が
あ
っ
て
も
い
い
、
人
の
心
に
す
っ

と
入
り
込
み
、
印
象
に
残
る
書
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。(9

p
t.)

どんな創作でも、誰でも最初は模倣から始めることが多いし、

よいものを分析して勉強するのは結構で大切なことだと思う。

しかし、それをそのまま自分のオリジナル作品として発表・配

布するのは遠慮してもらいたい。それは、他人が描いたイラス

トを、Photoshopを使い無断で加工して、自分のオリジナルと

公言するのと同じ行為なのだ。(12pt.)

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-05　文章サンプル 



書体をデザインするということ

文字の心
書体をデザインするとき、特殊

な方法や特別なソフトウエアが

あると思っている人がいるが、

特に変わったやり方があるわけ

ではない。

他人との共同作業でない限り、

どんなやり方でも、別に問題は

ないのだ。

どんな創作でも、模倣か

ら始めることが多いし、

よいものを分析して勉強

するのは大切なことだと

思う。

しかし、それを自分のオ

リジナルとして発表する

のは遠慮してもらいたい。

フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書

体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に
す
る
。

そ
れ
は
短
期
間
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ

た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。

ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く
る
の
な
ら
、
人
の

意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
に
思
い
き
り

自
分
の
嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。

意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

文
字
の
骨
格
や
カ
ー
ブ

に
巧
妙
に
埋
め
込
む
。

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-06　文章サンプル 



書体をデザインするということ

文字の心
書体をデザインするとき、特殊

な方法や特別なソフトウエアが

あると思っている人がいるが、

特に変わったやり方があるわけ

ではない。

他人との共同作業でない限り、

どんなやり方でも、別に問題は

ないのだ。

どんな創作でも、模倣か

ら始めることが多いし、

よいものを分析して勉強

するのは大切なことだと

思う。

しかし、それを自分のオ

リジナルとして発表する

のは遠慮してもらいたい。

フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書

体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に
す
る
。

そ
れ
は
短
期
間
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ

た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。

ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く
る
の
な
ら
、
人
の

意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
に
思
い
き
り

自
分
の
嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。

意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

文
字
の
骨
格
や
カ
ー
ブ

に
巧
妙
に
埋
め
込
む
。

(C)2017 Yutaka Satoh / TYPE-LABO

エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-07　文章サンプル 



書体をデザインするということ

文字の心
書体をデザインするとき、特殊

な方法や特別なソフトウエアが

あると思っている人がいるが、

特に変わったやり方があるわけ

ではない。

他人との共同作業でない限り、

どんなやり方でも、別に問題は

ないのだ。

どんな創作でも、模倣か

ら始めることが多いし、

よいものを分析して勉強

するのは大切なことだと

思う。

しかし、それを自分のオ

リジナルとして発表する

のは遠慮してもらいたい。

フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書

体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に
す
る
。

そ
れ
は
短
期
間
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ

た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。

ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く
る
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エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-08　文章サンプル 



書体をデザインするということ

文字の心
書体をデザインするとき、特殊

な方法や特別なソフトウエアが

あると思っている人がいるが、

特に変わったやり方があるわけ

ではない。

他人との共同作業でない限り、

どんなやり方でも、別に問題は

ないのだ。

どんな創作でも、模倣か

ら始めることが多いし、

よいものを分析して勉強

するのは大切なことだと

思う。

しかし、それを自分のオ

リジナルとして発表する

のは遠慮してもらいたい。

フ
ォ
ン
ト
を
販
売
す
る
側
の
人
達
は
、
書

体
の
流
行
と
か
寿
命
を
よ
く
口
に
す
る
。

そ
れ
は
短
期
間
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ

た
い
商
売
人
の
方
便
だ
。

ど
う
せ
苦
労
し
て
つ
く
る
の
な
ら
、
人
の

意
見
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず
に
思
い
き
り

自
分
の
嗜
好
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。

意
図
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

文
字
の
骨
格
や
カ
ー
ブ

に
巧
妙
に
埋
め
込
む
。
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エムディエヌ（MdN）2000年２月号「文字のこころ」に掲載された文章です

総合書体 ルイカ-09　文章サンプル 
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●等幅フォント

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>
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●標準フォント

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; CHARSET=UTF-8" />
<title>日本語フォントABCDEFGや書体の情報0123456789</title>
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等幅フォントと標準フォント、英数字の比較



●こういう文字も使えるようになりました

〝草彅〟〝髙木〟〝手塚〟〝黑船〟〝川﨑〟

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳

ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ㍉㌔㌢㍍㌘㌧㌃㌶㍑㍗

㌍㌦㌣㌫㍊㌻㎜㎝㎞㎎㎏㏄㎡〝〟№㏍℡㊤㊥

㊦㊧㊨㈱㈲㈹㍾㍽㍼㍻

●NEC特殊文字サンプル

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ㍉㌔㌢㍍㌘㌧㌃㌶
㍑㍗㌍㌦㌣㌫㍊㌻㎜㎝㎞㎎㎏㏄㎡㍻〝〟№㏍℡㊤㊥㊦㊧㊨㈱㈲
㈹㍾㍽㍼≒≡∫∮∑√⊥∠∟⊿∵∩∪

●IBM拡張文字サンプル

ⅰⅱⅲⅳⅴⅵⅶⅷⅸⅹⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ¬￤＇＂㈱№℡∵
纊褜鍈銈蓜俉炻昱棈鋹曻彅丨仡仼伀伃伹佖侒侊侚侔俍偀倢俿倞
偆偰偂傔僴僘兊兤冝冾凬刕劜劦勀勛匀匇匤卲厓厲叝﨎咜咊咩哿
喆坙坥垬埈埇﨏塚增墲夋奓奛奝奣妤妺孖寀甯寘寬尞岦岺峵崧嵓
﨑嵂嵭嶸嶹巐弡弴彧德忞恝悅悊惞惕愠惲愑愷愰憘戓抦揵摠撝擎
敎昀昕昻昉昮昞昤晥晗晙晴晳暙暠暲暿曺朎朗杦枻桒柀栁桄棏﨓
楨﨔榘槢樰橫橆橳橾櫢櫤毖氿汜沆汯泚洄涇浯涖涬淏淸淲淼渹湜
渧渼溿澈澵濵瀅瀇瀨炅炫焏焄煜煆煇凞燁燾犱犾猤猪獷玽珉珖珣
珒琇珵琦琪琩琮瑢璉璟甁畯皂皜皞皛皦益睆劯砡硎硤硺礰礼神祥
禔福禛竑竧靖竫箞精絈絜綷綠緖繒罇羡羽茁荢荿菇菶葈蒴蕓蕙蕫
﨟薰蘒﨡蠇裵訒訷詹誧誾諟諸諶譓譿賰賴贒赶﨣軏﨤逸遧郞都鄕
鄧釚釗釞釭釮釤釥鈆鈐鈊鈺鉀鈼鉎鉙鉑鈹鉧銧鉷鉸鋧鋗鋙鋐﨧鋕
鋠鋓錥錡鋻﨨錞鋿錝錂鍰鍗鎤鏆鏞鏸鐱鑅鑈閒隆﨩隝隯霳霻靃靍
靏靑靕顗顥飯飼餧館馞驎髙髜魵魲鮏鮱鮻鰀鵰鵫鶴鸙黑　　　　　
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